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防災に関する意識 

問 32 地震に備えた家具類の固定 

あなたのお宅では、地震に備えて家具類などが転倒しないよう固定をしていますか。次

の中から一つ選んで番号を〇で囲んでください。 

（％）    

１ 全部または大部分を固定している ３.０ 

２ 一部のみ固定している ４３.１ 

３ 固定していない ５３.９ 
 

 
地震に備えて家具類など固定について聞いたとこ 

ろ、「固定していない」と答えた人の割合が 53.9%で 
最も多く、以下「一部のみ固定している」 
（43.1％）、「全部または大部分を固定している」 

（3.0%）の順となっている。 

 

 

 
 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で「固定していない」と答えた人の割合が 5 割を超え、最も多い。 

また、「全部または大部分を固定している」と答えた人の割合は、全ての年齢層で 5 ポイント未満と最も

少なくなっている。 

 

 
  

4.4 

1.9 

4.2 

2.3 

3.2 

2.3 

42.2 

43.5 

40.6 

44.3 

43.6 

44.1 

53.3 

54.6 

55.2 

53.4 

53.2 

53.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

全部または大部分を固定している 一部のみ固定している 固定していない

全部または大部分を固定している

3.0%

一部のみ固

定している

43.1%

固定していな

い

53.9%
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、今治圏域を除く全ての圏域で「固定していない」と答えた方の割合が最も多く、5

割を超えている。 

また、今治圏域は「一部のみ固定している」（52.8％）と「全部または大部分を固定している」（0.8％）

の合計の割合が他の圏域に比べて多くなっている。 

 

 
 

3.2 

3.5 

0.8 

3.7 

1.8 

1.1 

43.5 

42.1 

52.3 

41.0 

38.7 

48.4 

53.2 

54.4 

46.9 

55.3 

59.5 

50.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島

全部または大部分を固定している 一部のみ固定している 固定していない
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問 32-1 地震に備えた家具類の固定をしていない理由 

（問32で「固定していない」と答えた方に） 

家具類の固定をしていない理由は何ですか。次の中から二つまで選んで番号を〇で囲

んでください。 

（回答者＝５６８人） （％）   

（複数回答）           

１ 手間がかかる ３７.５ 

２ 費用がかかる ２８.５ 

３ 固定の方法がわからない １５.１ 

４ 借家・賃貸マンションのためできない １７.４ 

５ 建物や家具類を傷めてしまう ７.９ 

６ 固定していなくても大丈夫だと思う １６.５ 

７ 固定をしても被害は出ると思う ２０.２ 

８ 自分や家族が生きている間は、地震は起こらないと思っている ２.６ 

９ その他 １１.４ 
 

 

家具類の固定をしていない理由について聞いたところ、「手間がかかる」と答えた人の割合が 37.5%で最
も多く、以下「費用がかかる」（28.5%）、「固定をしても被害は出ると思う」（20.2%）、「借家・賃貸マン
ションのためできない」（17.4%）、「固定していなくても大丈夫だと思う」（16.5％）などの順となっている。 

 
 
  

37.5 

28.5 

20.2 

17.4 

16.5 

15.1 

7.9 

2.6 

11.4 

0% 20% 40%

手間がかかる

費用がかかる

固定をしても被害は出ると思う

借家・賃貸マンションのためできない

固定していなくても大丈夫だと思う

固定の方法がわからない

建物や家具類を傷めてしまう

自分や家族が生きている間は、

地震は起こらないと思っている

その他
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【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で「手間がかかる」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、「借家・賃貸マンションのためできない」と答えた人の割合は 30 歳代以下が多くなっている。「固

定していなくても大丈夫だと思う」は、50歳代以上が多くなっている。「固定の方法がわからない」は、20

歳代以下が 25.0％と他の年齢層に比べて特に多くなっている。 

 

 
  

35.4 

25.0 

8.3 

33.3 

6.3 

25.0 

4.2 

0.0 

8.3 

40.7 

30.5 

18.6 

25.4 

11.9 

10.2 

11.9 

3.4 

15.3 

41.8 

36.3 

14.3 

20.9 

8.8 

13.2 

9.9 

0.0 

14.3 

34.4 

30.1 

15.1 

11.8 

22.6 

12.9 

11.8 

0.0 

8.6 

36.0 

31.6 

24.6 

14.9 

17.5 

14.0 

10.5 

6.1 

9.6 

36.7 

21.5 

27.8 

12.0 

22.2 

16.5 

2.5 

3.8 

12.7 

0% 20% 40% 60%

手間がかかる

費用がかかる

固定をしても被害は出ると思う

借家・賃貸マンションのためできない

固定していなくても大丈夫だと思う

固定の方法がわからない

建物や家具類を傷めてしまう

自分や家族が生きている間は、地震は起こらないと思っている

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、全ての圏域で「手間がかかる」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、宇和島圏域では「費用がかかる」と答えた人の割合が多く、宇摩圏域では「固定をしても被害は

出ると思う」が最も多くなっている。 

 
   

33.3 

18.2 

30.3 

12.1 

12.1 

18.2 

12.1 

6.1 

21.2 

38.5 

26.4 

14.3 

15.4 

16.5 

18.7 

11.0 

4.4 

9.9 

41.0 

27.9 

21.3 

11.5 

16.4 

14.8 

9.8 

1.6 

18.0 

36.2 

29.1 

18.3 

20.1 

17.5 

14.9 

7.5 

1.1 

9.3 

39.1 

31.3 

25.0 

12.5 

18.8 

9.4 

4.7 

6.3 

17.2 

38.3 

34.0 

27.7 

21.3 

12.8 

12.8 

4.3 

2.1 

4.3 

0% 20% 40% 60%

手間がかかる

費用がかかる

固定をしても被害は出ると思う

借家・賃貸マンションのためできない

固定していなくても大丈夫だと思う

固定の方法がわからない

建物や家具類を傷めてしまう

自分や家族が生きている間は、地震は起こらないと思っている

その他

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島
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問 32-2 災害発生時の早期避難 

あなたは、強い地震が発生したとき、又は、津波、洪水、土砂等の災害が差し迫ったと

き、早期に避難（※）しますか。次の中から一つ選んで番号を〇で囲んでください。 

※早期避難：昼間の場合は概ね５分以内、夜間の場合は概ね１０分以内に避難を開始

することを目安とする。 

（％）    

１ 早期に避難する ４２.８ 

２ 早期に避難したいが、すぐには避難できない ３２.９ 

３ すぐには避難しない １４.８ 

４ わからない ９.５ 
 

 

強い地震が発生したときや津波等災害が差し迫ったときに
早期避難するか聞いたところ、「早期に避難する」と答えた人
の割合が 42.8%で最も多く、以下「早期に避難したいが、すぐ
には避難できない」（ 32.9%）、「すぐには避難しない」
（14.8%）、「わからない」（9.5%）どの順となっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で「早期に避難する」と答えた人の割合が最も多く、4割を超えている。 

 

 
  

45.3 

44.0 

42.9 

41.9 

42.5 

42.5 

31.4 

35.8 

31.7 

31.7 

29.7 

36.0 

14.0 

11.9 

15.5 

16.8 

17.0 

13.0 

9.3 

8.3 

9.9 

9.6 

10.8 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

早期に避難する 早期に避難したいが、すぐには避難できない すぐには避難しない わからない

早期に避難

する

42.8%

早期に避難したいが、

すぐには避難できない

32.9%

すぐには避難しない

14.8%

わからない 9.5%
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、「早期に避難する」と答えた人の割合は八幡浜・大洲圏域で最も多くなっている。

宇摩圏域では、「早期に避難したいが、すぐには避難できない」が他の圏域に比べて多くなっている。 

 

 
   

41.3 

39.6 

45.5 

41.1 

51.9 

43.3 

39.7 

35.4 

30.1 

33.6 

28.3 

28.9 

14.3 

14.6 

13.8 

16.1 

13.2 

13.3 

4.8 

10.4 

10.6 

9.2 

6.6 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島

早期に避難する 早期に避難したいが、すぐには避難できない すぐには避難しない わからない
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県民の備蓄状況に関する調査 

問 33 災害に対する備え 

あなたのお宅では、災害に対してどのような備えをしていますか。次の中から当てはま

るもの全てを選んで番号を〇で囲んでください。 

  （複数回答）    （％）    

１ 食料、水、生活必需品等の物資の備蓄 ５１.０ 

２ 防災訓練への参加 ２０.３ 

３ 避難所や避難経路を話し合って決めている ２３.２ 

４ 家具の転倒防止 ２０.２ 

５ 自宅の耐震化や耐震診断の実施 ８.２ 

６ 家族や身近な人との連絡方法の取決め １５.０ 

７ ハザードマップの確認 ２８.３ 

８ その他 ０.７ 

９ 特に対策をしていない ２４.２ 
 

 

災害に対する備えについて聞いたところ、「食料、水、生活必需品等の物資の備蓄」と答えた人の割合が
51.0%で最も多く、以下「ハザードマップの確認」（28.3%）、「避難所や避難経路を話し合って決めている」
（23.2%）、「防災訓練への参加」（20.3%）、「家具の転倒防止」（20.2％）などの順となっている。 

一方、「特に対策をしていない」は 24.2％となっている。 

 
 

  

51.0 

28.3 

23.2 

20.3 

20.2 

15.0 

8.2 

0.7 

24.2 

0% 20% 40% 60%

食料、水、生活必需品等の物資の備蓄

ハザードマップの確認

避難所や避難経路を話し合って決めている

防災訓練への参加

家具の転倒防止

家族や身近な人との連絡方法の取決め

自宅の耐震化や耐震診断の実施

その他

特に対策をしていない
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【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で「食料、水、生活必需品等の物資の備蓄」と答えた人の割合が最も多

くなっている。 

また、「ハザードマップの確認」と答えた人の割合が 50 歳代（38.1％）と 60 歳代（34.1％）で他の年齢

層と比較して多くなっている。「避難所や避難経路を話し合って決めている」は、40歳代以下で割合が多く

なっており、「防災訓練への参加」は、60 歳代以上で他の年齢層と比較して割合が多くなっている。 

 

  

45.3 

27.9 

27.9 

16.3 

20.9 

19.8 

9.3 

1.2 

29.1 

49.5 

25.7 

26.6 

15.6 

14.7 

17.4 

9.2 

0.9 

25.7 

50.0 

24.7 

27.8 

13.6 

21.6 

11.7 

9.3 

0.6 

27.2 

45.2 

38.1 

20.8 

19.0 

18.5 

16.7 

8.3 

1.2 

23.8 

51.9 

34.1 

20.1 

25.7 

18.7 

13.1 

8.4 

0.9 

21.5 

56.4 

22.0 

22.3 

24.3 

23.3 

15.2 

7.1 

0.0 

22.0 

0% 20% 40% 60%

食料、水、生活必需品等の物資の備蓄

ハザードマップの確認

避難所や避難経路を話し合って決めている

防災訓練への参加

家具の転倒防止

家族や身近な人との連絡方法の取決め

自宅の耐震化や耐震診断の実施

その他

特に対策をしていない

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、全ての圏域で「食料、水、生活必需品等の物資の備蓄」と答えた人の割合が最も

多くなっている。 

また、「ハザードマップの確認」は、宇和島圏域（15.2％）が最も少なく、八幡浜・大洲圏域（31.8）で

最も多くなっている。「防砂訓練への参加」は、宇和島圏域（32.6％）と八幡浜・大洲圏域（30.8％）で 3

割を超え、多くなっている。 

 

 
  

50.8 

28.6 

25.4 

12.7 

17.5 

12.7 

7.9 

0.0 

30.2 

52.7 

31.5 

21.8 

21.8 

23.0 

15.2 

8.5 

0.0 

21.2 

44.7 

29.3 

16.3 

13.8 

16.3 

12.2 

4.9 

0.8 

26.0 

50.3 

28.8 

25.5 

18.0 

21.1 

16.4 

9.1 

1.2 

24.2 

52.3 

31.8 

24.3 

30.8 

14.0 

12.1 

10.3 

0.0 

21.5 

58.7 

15.2 

19.6 

32.6 

22.8 

17.4 

6.5 

0.0 

23.9 

0% 20% 40% 60% 80%

食料、水、生活必需品等の物資の備蓄

ハザードマップの確認

避難所や避難経路を話し合って決めている

防災訓練への参加

家具の転倒防止

家族や身近な人との連絡方法の取決め

自宅の耐震化や耐震診断の実施

その他

特に対策をしていない

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島
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問 33-1 食料、水、生活必需品等備蓄しているもの 

（問 33で「食料、水、生活必需品等の物資の備蓄」に〇をつけた方に） 

 災害に備え備蓄しているものは何ですか。次の中から当てはまるもの全てを選んで番

号を○で囲んでください。 

（回答者＝５２３人） （％）    

（複数回答）            

１ 飲料水 ８９.３ 

２ 食料 ７６.３ 

３ 粉ミルク ２.９ 

４ 常備薬 ３９.２ 

５ 救急箱 ２６.４ 

６ 紙おむつ １０.３ 

７ その他 ９.９ 
 

 

災害に備え備蓄しているものについて聞いたところ、「飲料水」と答えた人の割合が 89.3%で最も多く、
以下「食料」（76.3%）、「常備薬」（39.2%）、「救急箱」（26.4%）などの順となっている。 

 
 
  

89.3 

76.3 

39.2 

26.4 

10.3 

2.9 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲料水

食料

常備薬

救急箱

紙おむつ

粉ミルク

その他
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【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で「飲料水」と答えた人の割合が最も多く、次いで「食料」となってい

る。 

また、20 歳代以下は「粉ミルク」と答えた人の割合が、30 歳代は「紙おむつ」と答えた人の割合が、60

歳代以上では「常備薬」と答えた人の割合が他の年齢層と比較して多くなっている。 

 

 
  

89.5 

86.8 

28.9 

28.9 

15.8 

13.2 

10.5 

98.1 

79.6 

27.8 

29.6 

22.2 

3.7 

9.3 

92.6 

81.5 

37.0 

27.2 

11.1 

1.2 

13.6 

92.0 

78.7 

33.3 

21.3 

6.7 

2.7 

12.0 

90.6 

77.4 

42.5 

22.6 

4.7 

0.9 

5.7 

82.4 

68.5 

47.3 

29.7 

10.3 

2.4 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲料水

食料

常備薬

救急箱

紙おむつ

粉ミルク

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、宇摩圏域を除く全ての圏域で「飲料水」と答えた人の割合が最も多く、次いで

「食料」となっている。宇摩圏域では、「飲料水」と「食料」が共に割合が最も多くなっている。 

また、宇和島圏域では「常備薬」（55.8％）と「救急箱」（44.2％）と答えた人の割合が他の圏域と比較

して多くなっている。 

 

  

81.3 

81.3 

34.4 

12.5 

9.4 

0.0 

12.5 

91.8 

76.5 

35.3 

23.5 

11.8 

5.9 

11.8 

94.5 

69.1 

32.7 

27.3 

14.5 

1.8 

10.9 

89.9 

76.1 

38.7 

24.8 

10.5 

2.1 

10.5 

83.9 

80.4 

42.9 

30.4 

8.9 

1.8 

7.1 

86.5 

76.9 

55.8 

44.2 

5.8 

5.8 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲料水

食料

常備薬

救急箱

紙おむつ

粉ミルク

その他

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島
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問 33-2 食料の備蓄量 

（問 33で「食料、水、生活必需品等の物資の備蓄」に〇をつけた方に） 

食料について、何日間の備蓄をしていますか。一つ選んで番号を○で囲んでくださ

い。（食料については、３食分で１日分とします。） 
（回答者＝４８１人） （％）    

（単数回答）            

１ １日分 １７.０ 

２ ２日分 ２２.７ 

３ ３日分 ４１.２ 

４ ４日分 ３.７ 

５ ５日分 ６.２ 

６ ６日分 １.５ 

７ ７日分以上 ７.７ 
 

 

食料の備蓄日数について聞いたところ、「３日分」と
答えた人の割合が 41.2%で最も多く、以下「２日分」
（22.7%）、「１日分」（17.0%）などの順となっている。
「４日分」以上の割合は 1割未満となっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、20 歳代以下を除く全ての年齢層で「３日分」と答えた人の割合が最も多くなっている。

20 歳以下は「１日分」が 27.0％で最も多くなっている。 

また、70 歳代以上は「４日分」以上の割合が他の年齢層と比較して多くなっている。 

 

  

27.0 

19.2 

19.4 

24.6 

15.8 

10.3 

27.0 

32.7 

15.3 

17.4 

30.7 

18.5 

27.0 

42.3 

51.4 

37.7 

40.6 

41.1 

8.1 

1.9 

1.4 

0.0 

2.0 

7.5 

5.4 

0.0 

4.2 

7.2 

4.0 

10.3 

0.0 

0.0 

1.4 

1.4 

1.0 

2.7 

5.4 

3.8 

6.9 

11.6 

5.9 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

1日分 2日分 3日分 4日分 5日分 6日分 7日分以上

1日分

17.0%

2日分

22.7%
3日分

41.2%

4日分

3.7%

5日分

6.2%

6日分

1.5%

7日分以上

7.7%
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、全ての圏域で「３日分」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、八幡浜・大洲圏域は「４日分」以上が他の圏域と比較して多くなっている。 

 

 
   

20.7 

17.7 

22.0 

14.5 

17.6 

21.3 

20.7 

16.5 

26.0 

25.0 

23.5 

19.1 

37.9 

44.3 

36.0 

42.3 

35.3 

42.6 

3.4 

2.5 

2.0 

4.1 

5.9 

4.3 

3.4 

7.6 

4.0 

5.5 

11.8 

4.3 

3.4 

0.0 

0.0 

2.3 

2.0 

0.0 

10.3 

11.4 

10.0 

6.4 

3.9 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島

1日分 2日分 3日分 4日分 5日分 6日分 7日分以上
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問 33-3 水の備蓄量 

（問 33で「食料、水、生活必需品等の物資の備蓄」に〇をつけた方に） 

水について、何日間の備蓄をしていますか。一つ選んで番号を○で囲んでください。

（飲料水は、３Ｌで１日分とします。） 

（回答者＝４８５人） （％）    

（単数回答）            

１ １日分 １６.７ 

２ ２日分 ２４.７ 

３ ３日分 ３３.０ 

４ ４日分 ６.０ 

５ ５日分 ４.９ 

６ ６日分 ３.１ 

７ ７日分以上 １１.５ 
 

 

水の備蓄日数について聞いたところ、「３日分」と答え
た人の割合が 33.0%で最も多く、以下「２日分」（24.7%）、
「１日分」（16.7%）、「７日分以上」（11.5％）などの順と
なっている。 

 

 
 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、20歳代以下は「１日分」、30歳代は「２日分」、40歳代以上では「３日分」と答えた人

の割合が最も多くなっている。 

また、70 歳代以上は「４日分」以上が他の年齢層と比較して多くなっている。 

 

  

29.7 

15.1 

21.1 

21.7 

15.8 

9.7 

21.6 

35.8 

25.0 

17.4 

28.7 

22.1 

24.3 

24.5 

30.3 

37.7 

34.7 

36.6 

5.4 

3.8 

7.9 

4.3 

6.9 

6.2 

8.1 

3.8 

3.9 

5.8 

0.0 

7.6 

2.7 

0.0 

2.6 

1.4 

2.0 

6.2 

8.1 

17.0 

9.2 

11.6 

11.9 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

1日分 2日分 3日分 4日分 5日分 6日分 7日分以上

1日分

16.7%

2日分

24.7%

3日分

33.0%

4日分

6.0%

5日分

4.9%

6日分

3.1%

7日分以上

11.5%
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、宇摩圏域を除く全ての圏域で「３日分」と答えた人の割合が最も多くなっている。

宇摩圏域では「２日分」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、宇摩圏域は「４日分」以上が他の圏域と比較して多くなっている。 

 

 
   

17.9 

17.7 

17.6 

15.6 

18.0 

18.8 

28.6 

29.1 

21.6 

24.1 

18.0 

29.2 

21.4 

34.2 

33.3 

31.7 

40.0 

35.4 

3.6 

6.3 

5.9 

5.4 

10.0 

6.3 

10.7 

3.8 

3.9 

4.5 

8.0 

2.1 

3.6 

1.3 

3.9 

3.6 

2.0 

2.1 

14.3 

7.6 

13.7 

15.2 

4.0 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島

1日分 2日分 3日分 4日分 5日分 6日分 7日分以上
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問 33-4 災害に対する備蓄をしない理由 

（問 33で「食料、水、生活必需品等の物資の備蓄」に〇をつけなかった方に） 

災害に備え準備（備蓄）をしていない理由は何ですか。次の中から二つまで選んで番

号を○で囲んでください。 

（回答者＝４５５人） （％）    

（複数回答）            

１ そもそも備蓄をする気がない １３.４ 

２ 備蓄にお金がかかる ２２.２ 

３ 何を準備していいかわからない ２９.２ 

４ 備蓄物資を置く場所がない ２２.９ 

５ 買い置きしている物で十分だと考えている ３４.５ 

６ 被災しても誰かが助けてくれると思っている １.３ 

７ 
自分が生きている間は、地震は起こらないと思ってい

る 
３.５ 

８ その他 １５.４ 
 

 

災害に備えをしていない理由について聞いたところ、「買い置きしている物で十分だと考えている」と答
えた人の割合が 34.5%で最も多く、以下「何を準備していいかわからない」（29.2%）、「備蓄物資を置く場所
がない」（22.9%）、「備蓄にお金がかかる」（22.2%）などの順となっている。 

 

 
 

  

34.5 

29.2 

22.9 

22.2 

13.4 

3.5 

1.3 

15.4 

0% 20% 40%

買い置きしている物で十分だと考えている

何を準備していいかわからない

備蓄物資を置く場所がない

備蓄にお金がかかる

そもそも備蓄をする気がない

自分が生きている間は、地震は起こらないと思っている

被災しても誰かが助けてくれると思っている

その他
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【年齢別】 

年齢別にみると、20 歳代以下と 30 歳代では「何を準備していいかわからない」、40 歳代では「備蓄物資

を置く場所がない」、50歳代以上では「買い置きしている物で十分だと考えている」と答えた人の割合が最

も多くなっている。 

また、30歳代と 40歳代では「備蓄にお金がかかる」と答えた人の割合が他の年齢層と比較して多くなっ

ている。「そもそも備蓄をする気がない」は、40 歳代と 50 歳代以外は多くなっている。 

 

 
  

18.6 

39.5 

30.2 

14.0 

16.3 

2.3 

4.7 

11.6 

27.7 

40.4 

19.1 

29.8 

14.9 

4.3 

2.1 

6.4 

25.3 

22.7 

29.3 

28.0 

5.3 

2.7 

1.3 

22.7 

34.1 

22.4 

27.1 

23.5 

9.4 

1.2 

2.4 

20.0 

41.7 

21.9 

19.8 

19.8 

16.7 

2.1 

0.0 

17.7 

45.3 

36.8 

15.1 

18.9 

17.9 

6.6 

0.0 

10.4 

0% 20% 40% 60%

買い置きしている物で十分だと考えている

何を準備していいかわからない

備蓄物資を置く場所がない

備蓄にお金がかかる

そもそも備蓄をする気がない

自分が生きている間は、地震は起こらないと思っている

被災しても誰かが助けてくれると思っている

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、宇摩圏域では「何を準備していいかわからない」、宇摩圏域を除く全ての圏域では

「買い置きしている物で十分だと考えている」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、宇摩圏域では「備蓄にお金がかかる」と「備蓄物資を置く場所がない」と答えた人の割合が他の

圏域と比較して多くなっている。 

 

 
   

9.7 

41.9 

35.5 

38.7 

12.9 

0.0 

0.0 

22.6 

39.7 

27.4 

15.1 

15.1 

5.5 

2.7 

0.0 

21.9 

37.7 

27.9 

24.6 

9.8 

14.8 

1.6 

0.0 

13.1 

35.1 

28.0 

25.1 

24.2 

16.6 

2.8 

2.8 

13.3 

39.5 

30.2 

16.3 

23.3 

14.0 

7.0 

0.0 

11.6 

34.4 

31.3 

15.6 

31.3 

9.4 

9.4 

0.0 

15.6 

0% 20% 40% 60%

買い置きしている物で十分だと考えている

何を準備していいかわからない

備蓄物資を置く場所がない

備蓄にお金がかかる

そもそも備蓄をする気がない

自分が生きている間は、地震は起こらないと思っている

被災しても誰かが助けてくれると思っている

その他

宇摩
新居浜・西条
今治
松山
八幡浜・大洲
宇和島
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プラスチックごみの削減 

問 34 プラスチックごみ削減のための取組み 

プラスチックは、短期間で経済社会に浸透し、日々の生活に利便性をもたらしました

が、近年、プラスチックごみの海洋への流出による環境汚染が懸念されています。このた

め、プラスチックごみの削減のため、これまで以上に取組んでいくことが必要ですが、あ

なたは、プラスチックごみの削減のために、どのようなことに取組むべきと考えますか。

次の中かららいくつでも選んで番号を○で囲んでください。 

（複数回答）    （％）    

１ マイバッグ、マイボトルの使用 ７２.９ 

２ 詰め替え用商品の購入 ６４.２ 

３ 食品トレイなどリサイクル品の回収への協力 ６３.９ 

４ 紙製などプラスチック代替製品の購入 ３９.１ 

５ ポイ捨て防止のキャンペーンの実施 ２８.７ 

６ ゴミ拾い、海岸清掃の実施 ２４.６ 

７ 何も取り組む必要はない ０.９ 
 

 

プラスチックごみの削減のために取組むことについて聞いたところ、「マイバッグ、マイボトルの使用」
と答えた人の割合が 72.9%で最も多く、以下「詰め替え用商品の購入」（64.2%）、「食品トレイなどリサイク
ル品の回収への協力」（63.9%）、「紙製などプラスチック代替製品の購入」（39.1%）などの順となっている。 

 

 
 

【性別】 

性別にみると、「マイバッグ、マイボトルの使用」（男性 61.4%、女性 80.4%）、「詰め替え用商品の購入」

（男性 56.0%、女性 69.5%）、「食品トレイなどリサイクル品の回収への協力」（男性 58.1%、女性 67.7%）は

女性の回答が男性を上回っている。 

 

  

72.9 

64.2 

63.9 

39.1 

28.7 

24.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

マイバッグ、マイボトルの使用

詰め替え用商品の購入

食品トレイなどリサイクル品の回収への協力

紙製などプラスチック代替製品の購入

ポイ捨て防止のキャンペーンの実施

ゴミ拾い、海岸清掃の実施

何も取り組む必要はない

61.4 

56.0 

58.1 

40.2 

30.7 

26.9 

1.3 

80.4 

69.5 

67.7 

38.7 

27.2 

23.5 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マイバッグ、マイボトルの使用

詰め替え用商品の購入

食品トレイなどリサイクル品の回収への協力

紙製などプラスチック代替製品の購入

ポイ捨て防止のキャンペーンの実施

ゴミ拾い、海岸清掃の実施

何も取り組む必要はない

男性

女性
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【年齢別】 

年齢別にみると、30 歳代を除く全ての年齢層で「マイバッグ、マイボトルの使用」と答えた人の割合が

最も多くなっており、全ての年齢層で 7 割を超えている。30 歳代は「詰め替え用商品の購入」が最も多く

なっている。 

 

 
  

78.9 

62.2 

55.6 

37.8 

22.2 

23.3 

2.2 

74.5 

81.8 

58.2 

36.4 

22.7 

23.6 

0.9 

73.9 

72.7 

54.7 

44.1 

26.1 

29.8 

0.0 

70.6 

62.4 

69.4 

42.9 

33.5 

27.6 

1.2 

72.3 

66.2 

67.1 

39.0 

29.6 

22.5 

0.5 

72.7 

53.6 

68.5 

36.0 

30.1 

22.8 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マイバッグ、マイボトルの使用

詰め替え用商品の購入

食品トレイなどリサイクル品の回収への協力

紙製などプラスチック代替製品の購入

ポイ捨て防止のキャンペーンの実施

ゴミ拾い、海岸清掃の実施

何も取り組む必要はない

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、宇摩圏域は「詰め替え用商品の購入」、新居浜・西条圏域、今治圏域、松山圏域、

宇和島圏域は「マイバッグ、マイボトルの使用」と答えた人の割合が最も多くなっている。八幡浜・大洲

圏域は「詰め替え用商品の購入」と「食品トレイなどリサイクル品の回収への協力」が同率で最も多く

なっている。 

 

 

59.7 

64.5 

59.7 

45.2 

33.9 

30.6 

0.0 

78.0 

65.9 

61.6 

35.4 

27.4 

24.4 

0.0 

74.4 

58.1 

65.9 

34.9 

21.7 

27.1 

0.8 

77.0 

65.8 

64.3 

40.4 

27.5 

24.3 

1.1 

60.9 

66.4 

66.4 

46.4 

30.0 

13.6 

2.7 

66.7 

60.2 

64.5 

34.4 

40.9 

33.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マイバッグ、マイボトルの使用

詰め替え用商品の購入

食品トレイなどリサイクル品の回収への協力

紙製などプラスチック代替製品の購入

ポイ捨て防止のキャンペーンの実施

ゴミ拾い、海岸清掃の実施

何も取り組む必要はない

宇摩
新居浜・西条
今治
松山
八幡浜・大洲
宇和島
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問 34-1 レジ袋有料化義務化への対応 

プラスチックごみの削減のため、レジ袋の有料化義務化が早ければ、令和２年度から開

始される予定です。あなたは、レジ袋の有料化が義務化された場合、どのように対応しま

すか、次の中から一つ選んで番号を○で囲んでください。 

（％）    

１ 既にマイバッグを使用している ５８.１ 

２ 有料化に合わせ、マイバッグを購入する ２３.９ 

３ お金を支払い、レジ袋を購入する ７.９ 

４ 有料化になってからでないとわからない １０.１ 
 

 

レジ袋の有料化が義務化された場合の対応につい
て聞いたところ、「既にマイバッグを使用してい
る」と答えた人の割合が 58.1%で最も多く、以下
「有料化に合わせ、マイバッグを購入する」
（23.9%）、「有料化になってからでないとわからな
い」（10.1%）、「お金を支払い、レジ袋を購入する」
（7.9%）の順となっている。 

 
 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、「既にマイバッグを使用している」（男性 42.6%、女性 67.5%）は女性の方が 24.9 ポイン

ト男性を上回っている。「お金を支払い、レジ袋を購入する」（男性 14.1%、女性 4.2%）は男性の方が 9.9

ポイント女性を上回っている。 

 

 
 
  

42.6 

67.5 

28.2 

21.3 

14.1 

4.2 

15.1 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

既にマイバッグを使用している 有料化に合わせ、マイバッグを購入する
お金を支払い、レジ袋を購入する 有料化になってからでないとわからない

既にマイバッ

グを使用して

いる

58.1%

有料化に合わせ、マイ

バッグを購入する

23.9%

お金を支払い、レジ袋を

購入する

7.9%

有料化になってからでないとわからない

10.1%
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【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で「既にマイバッグを使用している」と答えた人の割合が最も多くなっ

ており、50歳代の割合が最も多くなっている。 

また、20歳代以下では「有料化に合わせ、マイバッグを購入する」（30.0％）、「お金を支払い、レジ袋を

購入する」（13.3％）が他の年齢層と比較して多い。 

 

 
 
【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、宇和島圏域を除く全ての圏域で「既にマイバッグを使用している」と答えた人の

割合が最も多くなっている。「既にマイバッグを使用している」は新居浜・西条圏域の割合が他の圏域に比

べて多い。宇和島圏域は「既にマイバッグを使用している」と「有料化に合わせ、マイバッグを購入する」

と答えた人の割合が最も多くなっている。 

 

  

43.3 

53.2 

58.8 

64.3 

59.4 

59.3 

30.0 

27.5 

21.9 

17.0 

25.9 

24.5 

13.3 

10.1 

7.5 

8.2 

6.6 

6.6 

13.3 

9.2 

11.9 

10.5 

8.0 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

既にマイバッグを使用している 有料化に合わせ、マイバッグを購入する
お金を支払い、レジ袋を購入する 有料化になってからでないとわからない

50.0 

72.0 

62.0 

57.9 

55.0 

37.2 

33.9 

15.2 

18.6 

24.5 

24.3 

37.2 

6.5 

7.3 

8.5 

8.5 

5.4 

9.6 

9.7 

5.5 

10.9 

9.1 

15.3 

16.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島

既にマイバッグを使用している 有料化に合わせ、マイバッグを購入する
お金を支払い、レジ袋を購入する 有料化になってからでないとわからない
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障がい福祉課で推進する施策の認知度 

問 35 ヘルプマークの認知度 

 県では、平成 29年 10月から、外見から分かりにくい障がいのある方が身に付けること

で周囲から支援を受けやすくするヘルプマークについて、県と 20市町で配布をしている

ところですが、あなたは、ヘルプマークについて知っていますか。次の中から一つ選んで

番号を○で囲んでください。 

（％）    

１ 
ヘルプマークについて知っていて、県・市町の窓口で

ヘルプマークを配布していることも知っている 
８.２ 

２ ヘルプマークについてのみ知っている ２５.６ 

３ 知らない ６６.２ 
 

 

ヘルプマークについて聞いたところ、「知らな
い」と答えた人の割合が 66.2%で最も多く、以下
「ヘルプマークについてのみ知っている」
（25.6%）、「ヘルプマークについて知っていて、
県・市町の窓口でヘルプマークを配布している
ことも知っている」（8.2%）の順となっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

ヘルプマークについて知っていて、県・市

町の窓口でヘルプマークを配布している

ことも知っている

8.2%

ヘルプマークについてのみ

知っている

25.6%
知らない

66.2%
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【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で「知らない」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、30 歳代は「ヘルプマークについて知っていて、県・市町の窓口でヘルプマークを配布しているこ

とも知っている」（12.7％）と「ヘルプマークについてのみ知っている」（31.8％）に答えた人の割合が他

の年齢層と比較して多くなっている。 

 

 
 

【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、全ての圏域で「知らない」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、新居浜・西条圏域は「ヘルプマークについて知っていて、県・市町の窓口でヘルプマークを配布

していることも知っている」（9.7％）と答えた人の割合が他の圏域と比較して多くなっている。宇和島圏

域は「ヘルプマークについてのみ知っている」（32.6％）と答えた人の割合が他の圏域と比較して多くなっ

ている。 

 

7.8 

12.7 

9.9 

10.7 

8.4 
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26.7 

31.8 

23.0 

25.0 

26.6 

24.2 

65.6 

55.5 

67.1 

64.3 

65.0 

71.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

ヘルプマークについて知っていて、県・市町の窓口でヘルプマークを配布していることも知っている
ヘルプマークについてのみ知っている

知らない

4.9 

9.7 

8.5 

8.7 

7.3 

5.4 

16.4 

21.8 

22.5 

28.3 

24.5 

32.6 

78.7 

68.5 

69.0 

63.0 

68.2 

62.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島

ヘルプマークについて知っていて、県・市町の窓口でヘルプマークを配布していることも知っている

ヘルプマークについてのみ知っている

知らない
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問 35-1 パーキングパーミット制度の認知度 

 県では、平成 22年 7月から、身体障がい者等用駐車場について必要な方が利用しやす

くするパーキングパーミット制度を導入し、県と 20市町で利用証を配布しているところ

ですが、あなたは、パーキングパーミット制度について知っていますか。次の中から一つ

選んで番号を○で囲んでください。 

（％）    

１ 
制度について知っていて、県・市町の窓口で利用証を

配布していることも知っている 
１５.４ 

２ 制度についてのみ知っている ２３.２ 

３ 知らない ６１.３ 
 

 

パーキングパーミット制度について聞いたとこ
ろ、「知らない」と答えた人の割合が 61.3%で最も多
く、以下「制度についてのみ知っている」（23.2%）、
「制度について知っていて、県・市町の窓口で利用
証を配布していることも知っている」（15.4%）の順
となっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

制度について知っていて、県・市

町の窓口で利用証を配布してい

ることも知っている

15.4%

制度についての

み知っている

23.2%

知らない

61.3%
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【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で「知らない」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、30 歳代は「制度について知っていて、県・市町の窓口で利用証を配布していることも知っている」

と答えた人の割合が他の年齢層と比較して多くなっている。70 歳代以上は「制度についてのみ知っている」

と答えた人の割合が他の年齢層と比較して多くなっている。 

 

 
 
【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、全ての圏域で「知らない」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、八幡浜・大洲圏域は「制度について知っていて、県・市町の窓口で利用証を配布していることも

知っている」と答えた人の割合が他の圏域と比較して多くなっている。宇和島圏域は「制度についてのみ

知っている」と答えた人の割合が他の圏域と比較して多くなっている。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下
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制度について知っていて、県・市町の窓口で利用証を配布していることも知っている
制度についてのみ知っている
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15.6 
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宇摩
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今治

松山
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宇和島

制度について知っていて、県・市町の窓口で利用証を配布していることも知っている

制度についてのみ知っている

知らない


